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１ 「版元ドットコム」とは？ 

 「版元ドットコム」のウェブサイト（http://www.hanmoto.com/）には、さまざまな書誌情報を誰でも

検索・閲覧できる表の顔と、会員社だけが利用できる専用メニューという裏の顔があります。 

１-１ 「版元ドットコム」システムの目的 

 「版元ドットコム」システムの目的は、以下のとおりです。 

１-１-１ 当初の目的 

 「版元ドットコム」設立当初の目的は、会員社自身が詳細な書誌情報を公開および更新できるシステム

を提供することでした。この目的は、現在も変わっていません。他のオンライン書店など、より多くの対

象に、効率的かつ自動的に書誌情報を配信できるようになりました。 

１-１-２ 現在の目的 

 当初の目的の延長上で、人手の少ない中小出版社が「無駄に同じような作業を繰り返すこと」を避けら

れるようにしたり、業務の効率化や整理に役立つツールを提供したり、といった点にも力を入れるよう

になりました。 

１-２ 「版元ドットコム」システムの利用メリット 

 「版元ドットコム」は、読者と書店、そしてもちろん会員社に、以下のようなメリットをもたらす「三

方良し」のシステムです。ぜひ積極的にご活用ください。 

１-２-１ 読者のメリット 

 一般的なオンライン書店で提供されている書誌情報よりも、詳細かつ新鮮な書誌情報を検索・閲覧し、

本の購入判断に役立てることができます。また、「版元ドットコム」には会員社以外の書誌情報も掲載さ

れています。詳細ページは可能な限り多くのオンライン書店などへリンクしてあり、読者自身がどこで

購入するかを自由に選択できます。 
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１-２-２ 書店のメリット 

 特定のオンライン書店に依存していない中立データなので、本を紹介するための書誌情報や書影を、

競合を気にすることなく自由に利用できます。また、API も提供しているので、システムで自動取得する

ことも可能です。 

１-２-３ 会員社のメリット 

 詳細かつ新鮮な書誌情報を読者や書店に活用いただくことで、本の販売促進が図れます。また、ISBN

台帳とバーコード出力機能や、ファックス代行サービスなども利用可能です。 

１-３ 「版元ドットコム」でなにができる？ 

 会員だけが利用できる専用メニューの概要です。詳しくは第 2 章で説明します。 

１-３-１ 書誌情報の登録 

 書誌情報は ISBN をキーとします。書名、読み、ローマ字、レーベル、シリーズ、刊行年月、書店発売

日、判型、ページ数、本体価格、著者情報、ジャンル、内容紹介、書影などの基本的な情報。重版情報、

書評掲載メディア、ためし読み、イベントなどの付帯情報、公開されないメモ情報などが登録できます。 

１-３-２ 配信管理 

 版元ドットコム以外に、JPRO、図書館流通センター（TRC）、トーハン EC 事業部、紀伊國屋書店、日

本書籍出版協会データベースセンター、トーハン週報、日販週報へ書誌情報を送ることができます。ま

た、出版 VAN に参加していない出版社（直接・間接問わず）向けに、在庫情報を取次へ配信する機能も

あります。 

１-３-３ その他の機能 

 ISBN 台帳とバーコード出力、書誌情報の CSV ダウンロード、会員情報の更新や追加、購入リンクの

設定変更、JPRO 上の自社データを閲覧するためのリンク、ファックス代行サービスなどが利用できま

す。 
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２ 操作説明 

 本章では「版元ドットコム」の会員専用メニューの使い方について解説します。 

２-１ 会員ページへのログイン 

２-１-１ 会員専用メニューへの入り口 

 「版元ドットコム」のウェブサイト（http://www.hanmoto.com/）には、最下部に［会員ログイン］と

いうメニューがあります。会員専用メニューへの入り口はこちらです（図 1）。 

 

【図 １】 

２-１-２ ID とパスワードの入力 

 ［会員ログイン］のページを開いたら、入会時に発行された会員専用 ID・パスワードを入力して［送
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信］ボタンをクリックします（図 2） 

 
【図 ２】 

２-１-３ 会員ページ 

 ログインに成功すると、会員ページが開きます（図 3）。上部の黒い帯状の部分がメインメニューで

す。右側には版元ドットコム事務局からの最新の［お知らせ］が一覧で表示されています 

 

 

【図 ３】 
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２-２ 新規登録 

 ［新規登録］メニューでは、これから新しく発行する本、もしくは発行済みの本の書誌情報を、新たに

登録できます（図 4）。既に登録している書誌情報の一部変更や、一部を流用して新規登録を行う場合な

どは、次の［データの変更・転送］メニューを利用します。 

 

【図 ４】 

 ここで入力可能なのは、ISBN、書名、CCODE、本体価格のみです。残りの情報は、次の［データの変

更・転送］メニューから入力します。ここでの必須項目は ISBN だけなので、書名、CCODE、本体価格

は空欄でも登録できます。 

 ISBN の出版者記号は、過去に 1 冊でも登録した本があれば次回以降は自動的に入力された状態になっ

ています。また、末尾のチェックディジット（CD）はシステムが自動計算します。そのため通常は、書

名記号だけを入力すればいいようになっています。版元ドットコムのデータベースに登録済みの書名記

号では登録ができないようになっています。 

 情報を入力した後に［登録］ボタンをクリックすると、【仮登録】の状態で次の画面へ進みます。なお、

［登録］ボタンをクリックした後は、ISBN の修正ができなくなるためご注意ください。お困りの場合は、

事務局 050-5515-9290 までご連絡ください。 
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２-３ データの変更・転送 

 ［データの変更・転送］メニューでは、書誌情報の状態変更や在庫状態、基本書誌情報や著者情報・内

容紹介・書影などの入力や修正、配信管理や刊行中止処理などが行えます。メインメニューの［データの

変更・転送］をクリックした場合は、〈編集タイトルを検索して選ぶ〉〈書籍一覧から編集タイトルを選

ぶ〉の画面が表示されます（図 5）。ここから編集したいタイトルを選択してください。 

 

【図 ５】 

 ［新規登録］メニューから遷移してきた場合、初期状態で表示されるのは、［データの変更・転送］の

中にある［状態・在庫・重版の情報］の画面です。このまま書誌情報を追加する場合は、〈基本書誌情報〉

のサブメニュー（2-3-2）へ進んでください。左下のサブメニューで画面を切り替えられます（図 6）。 

 なお、以下のメニューでは、選択や入力が終わったら必ず赤い［保存する］ボタンをその都度クリック

して情報を保存してください。入力前に左メニューを切り替えると、入力情報が消えてしまいますので

ご注意ください。 
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【図 ６】 

２-３-１ 状態・在庫・重版の情報 

 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューでは、登録した書誌情報の《状態》変更、《在庫》状態の変更、

《重版情報》の追加ができます。 

２-３-１-１ 状態 

 《状態》では、書誌情報を【仮登録】【近刊】【発行済み】の状態に切り替えられます。 

 ［新規登録］したばかりの初期状態は【仮登録】になっています。これは、制作中の書誌情報を下書き

として保存している状態で、閲覧可能なのは自分だけです。 

 発売日以前に【近刊】へ切り替えると、JPRO や TRC などの外部提携先へ自動で情報が転送されます

（※JPRO へは契約済みかつ版元ドットコムから配信する約束になっている出版社のみ）。【近刊】の状態

は、発売日になっても自動で【発行済み】には変わりませんのでご注意ください。手動で変更する必要が

あります。 

 【発行済み】の状態になると、JPRO などへの情報転送が停止されます。その後に書誌情報の変更を

行っても、「版元ドットコム」ウェブサイトでの表示が変わるだけなのでご注意ください。 
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２-３-１-２ 在庫 

 《在庫》では、出版社での在庫状態を切り替えます。初期状態は【選択しない】です。《状態》が【仮

登録】や【近刊】のときは、【選択しない】のままにしてください。出版 VAN と同じステータスコード

を用いており、【在庫あり（11）】【在庫僅少（21）】【重版中（22）】【品切れ・重版未定（33）】【絶版（34）】

から選択できます。 

２-３-１-３ 公開 

 《公開》では、この本の書誌を【公開】するか【非公開】とするかを選択できます。初期状態は【非公

開】になっています。【非公開】のままだと、《状態》を【近刊】や【発行済み】に切り替えても、情報が

配信されないのでご注意ください。 

２-３-１-４ サイト追記 

 《サイト追記》では、「版元ドットコム」ウェブサイトの書誌詳細情報ページに「お知らせ」のような

追記を表示できます。HTML タグが使用でき、何度でも書き替えられます。その本に関連したイベント

やキャンペーンなどの一時的な情報を掲載するといいでしょう。 

２-３-１-５ 販売リンク設定 

 《販売リンク設定》では、「版元ドットコム」ウェブサイトの書誌詳細情報ページ右側に表示されるリ

ンクボタン（図 7）を、【通常販売】【問い合わせ】から選択できます。 

 版元ドットコムが提携して優先表示しているオンライン書店（現在は「honto」）からの購入へ誘導した

い場合は【通常販売】に、書店では入手が難しく出版社の手元に在庫があり直接販売可能な場合などは

【問い合わせ】にするといいでしょう。【デフォルト】の状態は、［会員情報変更］の画面でどちらかを選

択できます。 

 

【図 ７】 
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２-３-１-６ 重版情報 

 《重版情報》では、刷り数（第二刷・第三刷など）、重版年月日、部数、総部数、重版コメントが入力

できます。「版元ドットコム」ウェブサイトに表示されるのは刷り数、重版年月日、最新の重版コメント

です。部数と総部数は一般公開されません。部数にはマイナスも入力できるので、断裁情報を登録してお

くことも可能です。 

 なお、重版情報が登録された本は、「版元ドットコム」ウェブサイトの［増刷した本］に表示されたり、

版元ドットコムの Twitter 公式アカウントでアピールされたりします。「売れています！」という情報は

いつでも変わらずユーザーや書店へアピールできるセールスポイントなので、ぜひ活用してください。 

２-３-２ 基本書誌情報 

 〈基本書誌情報〉のメニュー（図 8）では、［新規登録］の入力項目以外の、基本的な書誌情報の入力

や変更ができます。 

 

【図 ８】 

 以下は、とくに注意すべき項目です。 

 《書名ローマ字》は、海外図書館の日本語書籍収集部門での利用を想定しているため、読みをそのまま

外務省ヘボン式で入力してください。英語に翻訳する必要はありません。 
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 《書店発売日》には、書店発売“予想”日を入力してください。目安は、取次搬入日プラス 2 営業日です。

この項目が必要なのは、JPRO などへ情報を配信する場合に「いつまでが近刊（発売前）なのか？」とい

う区切りが必要となるためです。 

 《判型》の選択肢にない特殊な判型で制作した場合は【その他】を選択した上で、必ず次の《判型その

他》の項目になにか情報を入力してください。 

２-３-３ 著者情報 

 〈著者情報〉のメニューでは、著、編、訳、画など、本へ関与した人の情報を入力できます。複数の著

者を入力する場合は、画面下部の赤い［著者追加］ボタンをクリックしてください（図 9）。 

 

【図 ９】 

 以下は、とくに注意すべき項目です。 

 《著者区分》は「版元ドットコム」で使用する項目で、入力したテキストがそのまま表示されます。《著

者区分（ONIX）》は JPRO などへの配信に使用する項目で、国際標準の統一フォーマットから選択する

形になっています。つまり選択肢にないものは選べません。 

 なお、「版元ドットコム」ウェブサイトではとくに上限を設けていないためすべて表示されますが、外

部へ配信する場合は相手次第となります。たとえば TRC は最大 2 名、トーハン週報・日販速報は 3 名ま
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でです。そのため、重要な著者は最初のほうに登録するようにしたほうがよいでしょう。 

２-３-４ 内容紹介など（配信用） 

 〈内容紹介など（配信用）〉のメニューでは、「版元ドットコム」ウェブサイトや外部へ配信する内容紹

介などが入力できます。「内容紹介週報（62 字）」など字数制限が明示されている項目は、配信先の文字

数制限なので、それに合わせて文面を検討してください。 

２-３-５ 書影 

 〈書影〉のメニューでは、書誌の画像データを 3 点まで登録できます。メインが 1 点、補足が 2 点と

いう位置づけです。カラーモードは RGB で、フォーマットは JPG にしてください。サイズは最低でも

長辺 500 ピクセル以上、推奨は 1000 ピクセル以上ですが、外部メディアから要望された場合などにその

まま渡せるよう、印刷に耐えうるレベルの高解像度画像（350dpi くらい）を登録しておくことをお勧め

します。登録ミスなど再登録したい場合は、そのまま再度アップロードすれば上書きされます。 

２-３-６ 電子書籍情報（開発中） 

 〈電子書籍情報〉の登録機能は開発中です。メニューは存在しており、メモ書きを追記することは可能

ですが、本格的に利用することはまだできません。 

２-３-７ 会員独自情報 

 〈会員独自情報〉のメニューには、独自のジャンル区分や社内での整理情報など、会員社が自由に利用

できる入力欄が 4 つあります。 
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２-３-８ 配信管理 

 〈配信管理〉のメニューでは、書誌情報が自動配信される対象の履歴を確認したり、手動で送信する対

象のためのボタンが利用できたりします（図 10）。 

 

【図 １０】 
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 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューで《状態》を【近刊】に変更すると自動配信される、JPRO（1 日

2 回）、TRC と honto（1 日 1 回）、トーハン書影（毎週月曜日）、紀伊國屋書店（毎月 1 日）は、最終送

信日が確認できます。JPRO を通じて Amazon・楽天・大学生協などに情報が配信され、予約や発売前告

知が可能になります。空欄になっている場合は、まだ送信が行われていません。 

 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューで《状態》を【近刊】にした本は、〈配信管理〉からトーハン週

報、日販速報へ情報を送信できます（任意なので自動ではなく、送信操作が必要です）。ただしこれは「依

頼」であり、締切や紙幅の問題で載らない場合もあります。 

 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューで《状態》を【発行済み】にした本は、〈配信管理〉から書協へ

情報を送信できます（こちらも送信操作が必要です）。 

 出版 VAN を利用していない出版社は、《在庫情報の配信》から取次へ在庫データを送信できます。た

だし、出版 VAN のようなリアルタイムで自動反映する仕組みではありませんのでご注意ください。 

２-３-９ 刊行中止処理 

 〈刊行中止処理〉のメニューでは、近刊として書店・取次などへ配信してしまった書誌情報や、公開済

みの書誌情報を、刊行中止として処理します。中止情報は、JPRO から書店・取次などに送信されます。

あくまでも JPRO に対する処理であり、JPRO からデータを受け取っている書店・取次などにかぎられま

す。出版業界全体へ汎用的に反映されるものではありません。 
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２-３-１０近刊予約依頼 

〈近刊予約依頼〉のメニューでは業務提携したオンライン書店に対して、近刊期間に予約を受け付ける

ように明示的に依頼することが出来ます。2017 年 6 月現在、対象は honto のみですが、将来的に他にも

広げる予定です。 

 また、2017 年 6 月現在、honto での予約の仕組みに参加できる会員社は「JPRO 利用社」「大坂屋栗田

と取引がある」その他 honto 側が求めた条件などにより、一部に限られています。 

 

予約依頼をする本は、版元ドットコムで近刊登録した後中 1 日おいたあとで、この画面で入力します。

つまり近刊登録し「公開」にして保存した当日から見て、翌々日です。 

※honto は書誌データを JPRO データを利用して準備しますので、このタイミングは守って下さい。中 1

日おかないと honto 側データの準備が終わっておらずエラーになる可能性があります。 

 「出荷数」上限なしに満数出荷を約束するか、指定冊数まで出荷を約束するか決め、上限を定める

場合は実数を入力します。 

 「委託／注文」新刊委託なのか注文条件での配本なのかを選択します。 

 「搬入予定日」新刊委託の場合は取次への見本出し日、注文条件の場合は取次見本出し日か送付の

場合見本到着予定日を入力します。 

 「予約締切日」上記項目から 5 営業日前（実質 7 日前）に自動的に決定されます。 

 「返品了解」返品了解社の名前を入れ、チェックを入れます。この予約で受注したものは、返品を

受付ることが条件です。チェックと名前がなければエラーになります。 

これらの項目は全て必須で、どれかを未定にしたり空欄にしたりすることは、できません。 

「送信」ボタンをクリックすることで honto に予約依頼書がシステムから送られます。 

  



版元ドットコム 会員向けウェブサイト利用マニュアル 

- 16 - 

予約依頼した本に実際に予約が入れば、一日一回 honto から受注情報が版元ドットコムに届き、それを

専用画面で確認することが出来ます。 

 

 

 

最終的に予約締切り日に達するとそこで予約数確定となります。 

予約締切り日の翌日夜、予約数確定の段階に達したことをお知らせるメールが送られますから、ご確認

ください。 

あとは予約数を確実に大坂屋栗田のサイトに表示される専用番線で搬入して下さい。 

 

※連休や年末年始などの特殊事情により、最初に機械的に決定された 7日前から予約締切り日が変動す

る場合があります。 

その場合、画面上では！マークでお知らせするとともに、予約締切り日お知らせメールも変動したあと

の日付に対応して送られます。 
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２-４ FAX 送信 

 ［FAX 送信］メニューでは、ファックス送信代行サービスが利用できます（図 11）。このサービスの利

用には会費とは別に、1 回 2000 円+送信成功 1 件につき 15 円が必要です。版元ドットコムでは全国約

7400 カ所の書店 FAX 番号情報を所持しており、新規店や閉店などの情報を集中管理で随時メンテナン

ス し て い ま す 。 そ の た め 、 よ り 精 度 の 高 い フ ァ ッ ク ス 営 業 が 可 能 で す 。

 

 

【図 １１】 

 初めて利用する場合は右上の［ファイル DL（前回記録なし）］ボタンから、対象リストの Excel デー

タをダウンロードします。Excel ファイルを開き、ファックスを送りたい対象行の［今回送信希望］の列

に●を入力し、保存します（図 12）。 
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【図 １２】 

 送信する原稿とリストの準備ができたら、［ファイルから入稿する］ボタンで開く操作画面（図 13）か

らファイルをアップロードします。送信日時のご希望があれば、コメント欄に入力してください。ただ

し、できるだけ翌日以降の日時を指定してください。また、原則として土曜日・日曜日・祝日は送信業務

をお休みしています。 
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【図 １３】 

 1 度でも利用すると、以降はその送信履歴を元にウェブ上から送信希望対象の選択ができるようになり

ます。閉店など送信対象にできなくなった場合は、自動的にリストから外れます。また、原則として、フ

ァックス受け取り拒否リストに載っている書店へは送信しません。 

 



版元ドットコム 会員向けウェブサイト利用マニュアル 

- 20 - 

２-５ ためし読み 

 ［ためし読み］メニューでは、小学館デジタル事業局が提供しているためし読みシステム「tameshiyo.me」

が利用できます（図 14）。PDF や固定レイアウト型 EPUB をアップロードして管理画面からためし読み

ページ数を編集したり、ためし読み用の画像ファイル（JPG または PNG）をアップロードしたりするこ

とで、提携オンライン書店の書誌詳細情報ページにためし読みボタンを自動掲出できます。 

 2017 年 5 月現在、e-hon／honto／7net／楽天ブックスなどのネット書店で、自動掲示されています。 

 

【図 １４】 

版元ドットコムの本にためし読みのボタンが表示されるのは、翌日午前中です。 

毎朝一回、会員社以外の本のためし読みデータも、ためし読みのサーバーに確認に行って、ひとまとめに

ボタンを付ける処理をシステムが繰り返しているからです。 

オンライン書店各社もおそらく同様に、独自の間隔でボタンを付ける処理をしていますから、即時には

つきませんし、全部同時にもつきません。少し気長に、数日ほど様子をみましょう。 

なおデータがちゃんと作成されているかどうかは常に以下の法則の URL で直に確認できます。 

http://hanmoto.tameshiyo.me/ハイフン無しの ISBN 

http://hanmoto.tameshiyo.me/
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２-６ 書評入力 

 ［書評入力］メニューでは、新聞、雑誌、ウェブメディアなどに取り上げられた書評の掲載日・掲載メ

ディア・評者・記事へのリンクが登録できます（書評の文章そのものではありません）。なお、朝日新聞、

読売新聞、日本経済新聞、産経新聞、東京新聞の日曜版と日本経済新聞の土曜版の書評欄で取り上げられ

た書評は、版元ドットコム事務局側で登録しますので、会員による登録が必要なのはそれ以外の媒体で

す。 

 まずタイトルか ISBN で本のデータを検索します（図 15）。 

 

【図 １５】 

 検索結果の一覧（図 16）から、［この本の書評を入力］ボタンをクリックします。 

 

【図 １６】 

 書評情報を入力します。［掲載紙］に掲載メディアがない場合は、右上の［掲載紙マスタ登録/編集］メ
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ニュー（図 17）からご自身で登録してください。 

 

【図 １７】 

  



版元ドットコム 会員向けウェブサイト利用マニュアル 

- 23 - 

２-７ 会員情報変更 

 ［会員情報変更］メニューでは、会員情報の追加や変更ができます（図 18）。入会手続きを行った際に

お知らせいただいた基本的な情報（住所や電話番号など）は事務局側で入力済みですが、たとえば Twitter

や Facebook アカウントの URL など、ユーザー向けに掲出したほうがいい項目などもあります。また、

事務所の移転や帳合変更、担当者変更でメールアドレスの変更などが発生した場合は、随時このメニュー

からメンテナンスしてください。 

 

【図 １８】 
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２-８ ISBN 台帳 

 絶版も含め自社の出版物を全て版元ドットコムに登録していれば、［ISBN 台帳］メニューで「次にど

の ISBN を（重複せずに）使えるか」「（なんらかの理由で飛び飛びに使っている場合）どこが空いている

のかの確認」などを一覧で確認でき、また、その画面からデータの新規作成へ進むことができます。また、

ISBN 台帳の一覧からバーコードデータをダウンロードできます。 

 なお、絶版・品切れ重版未定は版元ドットコムの会費に反映される「登録点数」の計算対象外なので、

金銭的負担は増えません。 

 
【図 １９】 
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２-９ 営業データ統合システム 

 ［営業データ統合システム］メニューでは、Amazon ベンダーセントラル（有料版のみ）、ジュンク堂

（BIGNET）うれ太、紀伊國屋書店パブライン、大村紙業（倉庫会社）の発注実績データをアップロード

することで、1 つのファイルに統合できます（図 21）。それぞれのシステムからは CSV データがダウン

ロードできますが、統合するには手作業での加工が必要となります。これを、アップロード＆ダウンロー

ドするだけで、きれいに統合されたファイルにできます。 

 

【図 １９】 
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２-１０Amazon バックオーダー停止対応 在庫チェッカー 

 

Amazon バックオーダー停止に対応し、自社の商品が今現在 Amazon、HonyaCLUB、honto、e-hon では

在庫状況がどうなっているのか調べて一覧にするためのツールです。その結果を確認して Amazon を在

庫ありにするべく日販の倉庫と交渉するための基礎資料として使ったり、読者を Amazon 以外のオンラ

イン書店に誘導するように告知したり、各社さまざまにご利用ください。 

 

Amazon はカートの状態がどうなっているか知るためにチェックします。 

HonyaCLUB は日販運営サイトで、日販の倉庫の在庫状況を反映していると推測されるの

で、それを知るためにチェックします。 

honto は、すでに近刊予約での連動などを始めており、Amazon に在庫が無い場合の誘導

先の有力候補となり得るので在庫状況をチェックします。 

e-hon はトーハン運営サイトで、トーハンの倉庫の在庫状況を反映していると推測される

ので、それを知るためにチェックします。 

 

 

 

画面右上のメニューで操作します。 

まずは❶の「ご利用方法」をクリックして説明をご確認ください。 

❷「チェックを予約する」をクリックすると、御社の全書籍のデータを対象オンライン書店での在庫状況

のデータを取得します。 

毎日深夜 0 頃からまとめてチェックを開始し、たいていは朝 7 時時頃には終了する予定です。相手サイ

トの混み具合とチェックする書誌の総点数によって終了時刻は若干変わります。 

※ある日の朝 10 時に予約を入れると、実際にその分のチェックが開始されるのは次の午前 0 時から、と

いうタイミングになるということです。 
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画面には何日何時に取得したデータか表示されていますから、最新かどうかはそこをご確認ください。 

 

データ取得途中には途中結果は表示されず、データ取得が全て完了したあとに全部が表示される仕組み

ですから予約を入れたあとそのまま待っていても当分の間は全く何も表示されません。時間を置いてか

ら再確認してください。 

 

【在庫状況が確認できる書誌の範囲】 

御社の、版元ドットコムに登録済みの書誌で、非公開ではないものがチェック対象です。 

複数回利用していると、それぞれの本の行をクリックすることで履歴データを表示できるようになり、

在庫情報の変動も確認できます。 

複数回データ取得して履歴が表示できるようになった書誌の例。 
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【利用の制限事項】 

1. 1 日 1 回 

「チェックを予約する」で申し込めるのは 1 日 1 回までとしています。 

 

2. 全利用社で 1 万書籍 

相手先サイトへの迷惑になること、取得にそれなりに時間がかかるので 24 時間で終わらない可能性がで

てくること、などの理由により当面は「すべての利用社のチェック要望書籍数が 1 万点」を一日の上限

にしています。 

予約数上限に達している時はその旨表示されますので、翌日以降再度予約を試してください。 

 

❸「最新 CVS」のボタンをクリックして、取得したデータの最新の分の結果を CSV として手元にダウン

ロードできます。 

同じく❹「全履歴 CSV」から（複数回利用している場合には）これまでの履歴が全部入った CSV をダウ

ンロードできます。なお、全履歴入りの CSV は、同一書名の行が履歴がある回数分だけ機械的に繰り返

される仕様ですから、在庫変動を全書籍に渡ってじっくり分析したいなどの場合以外は、使いにくいで

しょう。 

通常は「今、各オンライン書店では在庫はどうなっているのか」を知るという目的で「最新 CSV」の方

のご利用をおすすめします。 

 

ダウンロードした CSV を Excel で開き、たとえば： 

・Amazon の列に在庫に関する文字列が無いものをフィルタで抽出する 

・さらに版元ドットコムの在庫ステータスで、在庫あり（+在庫僅少）のフィルタで絞る 

などすることで「Amazon に在庫がないが、自社には在庫がある」という商品を簡単に抽出したりできま

す。いろいろに工夫してご利用ください。 
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２-１１TRC 販売データ 

TRC(図書館流通センター)が月一回配布している「ストックブック」「ベル」「新継続」についての販売

データを管理画面内で閲覧できます。 

TRC のオリジナルデータには C コードが存在しませんが、版元ドットコムのデータベース内の存在する

ものであれば版元ドットコム登録時に補完していますので、C コードで他社の出版物を絞込んで自社出

版物のための参考にするなどの使い方ができるようになっています。 
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２-１２イベント情報 

 「版元ドットコム」ウェブサイトには、イベント情報も掲載できます。ただ、現状はシステム化されて

おらず、フォームで入力いただいた情報を事務局が手作業で反映しているため、反映まで少し時間がか

かる場合があります。 

 フォームへのリンクは、会員ページの［トップ］右側にあります（図 22）。 

 

【図 ２０】 
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３わからないことがあったときは 

３-１事務局への問い合わせ 

お気軽に事務局に、メールまたは電話でお問い合わせください。 

hanmoto-g@hanmoto.com Tel.050-5515-9290 

土曜・日曜・祝日をのぞき午前 10時から午後 7時まで。 

３-２版元ドットコムメーリングリストへの投稿 

 あなたの持った疑問は、ほかの会員社にも役立つかもしれません。版元ドットコムのメーリングリス

ト hanmotoml@hanmoto.com に投稿してみてください。 

出版社同士ならではの知恵も交換されています。 
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